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基 本

方針①

交通拠点や医療機関、商業施設等
を効率的に結ぶ地域公共交通網を
形成し、人口減に対応できるコンパ
クトシティ形成の基礎とします

基 本

方針②

導入や存続に基準を設け、メリハリ
ある地域公共交通を目指します

基 本

方針③
路線バス等のサービス水準を見直し
ます

基 本

方針④
交通空白地の解消を図ります

基 本

方針⑤

免許返納者等高齢者や障がい者を
支える地域公共交通導入を図ります

基 本

方針⑥

地域公共交通を利用して守る意識の
醸成を図ります

施策・事業

①路線バスの見直し・再編

②乗合タクシーの見直し・導入

③駅等を拠点とした
交通結節機能の強化

④既存ストック等を活用した新たな
地域公共交通システムの検討・導入

⑤路線バス・乗合タクシーの
利用促進

 
 

1 地域公共交通網形成計画の評価 

本市では、2019 年３月に、計画期間を 2025 年３月までとする「宇城市地域公共交通

網形成計画」を策定しており、６つの基本方針をもとに、５つの施策・事業を進めてきまし

た。本章では、これら施策・事業の取組み状況と当初設定した目標値の達成状況を整理し、

評価を行いました。 

 

１ 総評 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲宇城市地域公共交通網形成計画の基本方針と施策・事業  

地域公共交通が抱える課題 4 

「宇城市地域公共交通網形成計画」では、期間中に、コロナ禍という社会変化があったこ

となどから、各事業の実施や目標達成が困難になる等、様々な影響を及ぼしました。 

特に、公共交通の利用者数・利用率は、現状値(網形成計画策定時)を下回る結果となりま

した。また、路線バスに係る補助金額は、削減を目標としていましたが、増額する結果とな

りました。 

 

今後は、コロナ禍を経た市民の生活スタイルの変化等の社会環境の変化にあわせ、利用者

のニーズを考慮した効率的な運行により、今まで以上に公共交通の利便性向上に向けた施

策に取組む必要があります。 

また、地域公共交通に対する市民の意識醸成のため、引き続き、利用促進策や利便性向上

策によって、着実な利用者層の定着を図ることも求められます。 
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２ 事業の実施状況 

事 業 
 施策・事業の取組概要 

実施
状況 

施策・事業①：路線バスの見直し・再編 

三角地域におけ

る路線バス再編 

○ 

前計画で特に早急な対策を講じるとした、三角産交―大口線、三

角産交―小田良線、黒崎環状線の 3 路線は令和 5年 3 月 31 日を

もって廃止しました。代替する路線のない黒崎環状線については、

既存の戸馳エリアを運行の予約乗合タクシーのエリア拡大で対応

しました。 

 また、三角産交－松橋産交線、三角産交－宇土駅前線について

は、令和 6 年 4 月に、さんぱーる－三角産交線については、令和

5 年 10月に減便を行いました。 

三角～松橋線の

見直し 
○ 

令和 6年４月１日で三角地区の路線バス 2 路線（三角産交－松

橋産交、三角産交－宇土駅前）を減便しました。 

松橋駅を拠点と

した路線バスの

見直し 

○ 

九州産交バスの窓口機能移転（松橋産交→松橋駅）の申出を受

け、松橋駅地域交流スペースを所管する都市整備課との調整を開

始しました。 

事 業 
実施
状況 

施策・事業②：乗合タクシーの見直し・導入 

導入基準に基づ

く乗合タクシー

等を活用した新

たな地域公共交

通の導入 

△ 

令和 5 年 4 月から試行運行後、令和 6 年 4 月から黒崎環状線

の廃止により、三角町の東港四区・東港五区・赤岩・黒崎・金桁で、  

既存の戸馳地区乗合タクシーのエリアを拡大しました。 

 令和４年度～５年度にかけて優先検討地区としたすべての地区

に説明会を実施しましたが、新規導入には至りませんでした。 

乗合タクシー存

廃検討基準に基

づく既存乗合タ

クシーの運行内

容等の見直し 

× 

存廃検討基準に該当するのは戸馳地区（①R2 から R5 まで

22％、②R5 から 1.5 人未満）と小野部田地区（①R2 から 25％

未満、②R2 から 1.5 未満）でしたが、コロナ禍等もあり、状況を

考慮し存廃検討をしませんでした。 

事 業 
実施
状況 

施策・事業③：駅等を拠点とした交通結節機能の強化 

松橋駅の交通結

節機能強化 ○ 

九州産交バスの窓口機能移転（松橋産交→松橋駅）の申出を受

け、松橋駅地域交流スペースを所管する都市整備課との調整を開

始しました。 

市街地や観光地

を回遊する新た

な地域公共交通

の導入  

× 

特に取り組んだことはありませんでした。 

イオンモール宇

城の交通結節機

能強化 

○ 

イオンモール宇城と JR 小川駅を結ぶルートで令和６年 12 月

に自動運転バスの実証実験を行いました。 
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事 業 
実施
状況 

施策・事業④：既存ストック等を活用した新たな地域公共交通 
システムの検討・導入 

既存施設等を活

用した交通（乗

換）拠点の創出 

× 

特に取り組んだことはありませんでした。 

既存交通（快速あ

まくさ号、戸馳地

区乗合タクシー）

の観光等への活

用 

△ 

令和 6 年 10 月から快速あまくさ号の土日祝の一部の便におい

て、三角産交（三角駅前）経由へ変更されました。 

スクールバスの

有効活用 
× 

特に取り組んだことはありませんでした。 

事 業 
実施
状況 

施策・事業⑤：路線バス・乗合タクシーの利用促進 

市民等を対象と

した地域公共交

通乗り方教室の

実施 
○ 

令和 2年、令和 3 年はコロナ禍ということで実施できませんで

したが、令和 4 年には不知火美術館図書館主催のイベントに出展

する形でバスの乗り方教室を実施し、令和 5 年にも同様に不知火

美術館図書館主催のイベントに出展する形でバスの利用促進イベ

ント（バスの乗車体験・運転士からのお話・バスアナウンス体験）

を実施しました。 

地域公共交通マ

ップの作成と情

報の提供 

○ 

①令和 4 年度に利用促進パンフレットを作成し、情報発信の強化

として、バスの路線図や乗り方説明など主に路線バスに関する内

容を掲載。令和５年度に市内の全小学生へ約 3,000 部配布しまし

た。その他上記のバス関連イベントでも参加者に配布しました。 

②令和 5 年 10 月から宇城市の広報誌で公共交通の隔月連載を行

っています。 

③乗合タクシーの停留所更新のため標識を作成し、利用者が多い

場所及び公共施設等に計 9 台設置しました。 

料金システムの

見直し 
△ 

令和 7 年度に向けて、乗合タクシーの運行に係る市の補助制度

の見直しを行っています。 

路線バスと乗合

タクシーを活用

した観光ルート

等の構築 

× 

特に取り組んだことはありませんでした。 

免許返納者への

公共交通利用促

進 
△ 

令和 1年 10月から、バス会社窓口に「免許返納者割引乗車証」

を申請した免許返納者に 1,500 円分チャージ済 IC カードの進呈

を始めましたが、公共交通の利用状況は把握できていないので今

後の課題となっています。 

取り組みの実施状況：〇 実施した 

              △ 一部実施した、もしくは検討・調整等を実施した 

           × 実施しなかった 
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３ 目標の達成状況 

目標値 

現状 

(網形成計画 

策定時：2019 年) 

目標 

（2024年） 

実績値 

（見込み値） 

達成 

状況 

①－１ 交通拠点（駅）への地域

公共交通の利用率の向上 

松橋駅 約 4％ 

小川駅 約 8％ 

三角駅 0％ 

松橋駅 15％ 

小川駅 20％ 

三角駅 18％ 

松橋駅 約 5％ 

小川駅 約 2％ 

三角駅 約 8％ 

× 

× 

× 

②－１ 路線バスの年間利用者数

の増加 
799千人 840千人以上 666千人 × 

②－２ 路線バスに係る補助金額

の削減 
100,848千円 

80,000千円 

以下 
128,785千円 × 

②－３ 乗合タクシーの１便あた

り利用者数の増加 
1.3～2.1人/便 

全系統 

2.0人/便以上 

1.2～1.6人/便 

（R5年度） 
△ 

④－１ 交通空白地居住人口の減

少 
4,700人 1,700人 4,100人 △ 

⑤－１ ６５歳以上の高齢者の地

域公共交通利用率の向上 
17% 23％ 約 4% × 

⑥－１ 市民の地域公共交通に対

する意識(市全体)の向上 
約 65％ 約 71％ 約 73% ○ 
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２ 地域公共交通が抱える課題 

１ 問題点の整理 

アンケート調査等から把握した宇城市の問題点を整理しました。 

上位・関連計画 

の整理 

・松橋駅周辺では空き家等が増加し都市の密度が低下する、いわゆる  

 都市のスポンジ化が進展しています。そのため、立地適正化計画では、

誘導施策として松橋駅の交通結節機能の強化と松橋駅周辺の都市再生

を掲げています。 

地域特性 ・人口減少・高齢化が進行しており、今後もさらに進展する見込みです。 

特に、三角町、豊野町の人口減少・高齢化が著しい状況です。 

・買い物や通院で訪れる施設は、松橋町に集中しており、小川町や三角 

 町にも立地している状況です。 

・高齢者の運転免許保有率は 7 割以上となっており、そのうちの約 8 割

が 5 年以内に返納するつもりはないと回答し、自主返納は進んでいな

い状況です。 

地域公共交通の 

現状 

【鉄道】 

・松橋駅、小川駅、三角駅の乗車人数は、コロナ禍の減少から回復傾向に

あります。 

【路線バス】 

・路線の廃止・減便が相次いでいる状況です。 

・輸送人員は、コロナ禍の減少から回復傾向にあるものの、コロナ禍前 

 からの減少傾向が継続している状況です。 

・路線バスに対する欠損補助額は増加傾向にあります。 

【乗合タクシー】 

・乗合タクシーの利用人数は減少傾向にあり、乗合率も低下傾向にあります。 

・補助金額額は全体では、減少傾向にありますが、1 回当たりの補助金額

は増加傾向にあります。 

【その他】 

・交通空白地が点在している状況です。交通空白地への対応として、令和

４年度～５年度にかけて優先検討地区としたすべての地区に乗合タク

シー導入についての説明会を実施しましたが、新規導入には至ってい

ない状況です。 

・市内 6 校でスクールバスを運行している状況です。 

アンケート調査 【市民アンケート調査】 

・約 7 割が公共交通を利用しないとの回答がありました。 

・公共交通への改善要望としては、運行本数が最も多く、運行ルート、各

公共交通の乗り継ぎと続きます。 

・公共交通への満足度としては、半数以上がやや不満、不満と回答してい

る状況です。 
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【駅・バス停利用者アンケート調査】 

・学生の割合が高く、通学に多く利用されている状況です。 

・改善要望としては、運行本数が最も多く挙げられました。 

【乗合タクシー利用者アンケート調査】 

・60 歳以上が利用しており、特に高齢者のみの世帯の方の利用が多い傾

向にあります。 

・主に買い物、通院での利用が多く、運行本数の増便に対する要望が強い

傾向にあります。 

【商業施設利用者アンケート調査】 

・多くの方が車で来訪しており、日常的に公共交通を利用している方は少

ない状況です。 

【企業・事業所への通勤等に関するアンケート調査】 

・アンケート調査に協力いただいた宇城市内の企業・事業所では、送迎サ

ービスが実施されていない状況です。 

・通勤手段は、自家用車が多数を占めますが、路線バスや JR で通勤する

方も一部いる状況です。 

【学生への通学等に関するアンケート調査】 

・宇土高校と松橋高校は、3～4 割が公共交通で通学しています。 

・小川工業高校は小川駅にも近いことが影響し、約 6 割が JR で通学し

ています。 

・支援学校では、公共交通を利用して通学している生徒は少ない状況にあ

ります。 

【民生委員への地区の生活交通に関するアンケート調査】 

・多くの地区には、移動手段を持たない高齢世帯が居住している状況にあ

ります。 

・移動手段を持たない方はタクシーや親族・知人の送迎で移動している状

況にあります。 

ヒアリング調査 

 

【交通事業者】 

・路線バス、タクシーともに運転手が不足、また高齢化している状況です。 

・路線バスの利用者は減少傾向にあり、それに伴い運賃収入も減少傾向に

ある一方で、燃料費高騰により運行経費は増加しています。 

・タクシー事業は、需要量が供給台数を超過する時間帯があります。 

【商業施設】 

・商業施設へは自家用車での来訪が多数となっており、公共交通への要望

は少ない状況です。 

・イオンモール宇城では、現在無料のコミュニティバスが運行されていま

す。また、令和 6 年 12 月に自動運転実証実験を熊本県内で初めて実

施し、駅周辺の立地環境を活かし域内交流によるにぎわいの創出及び

活性化を図るとともに、持続可能な地域社会の実現に向け、自動運転Ｅ

Ｖバスの導入・運行可能性を検討します。  



 

 
50 

【医療機関】 

・施設入口までの路線バスの乗り入れ、待合環境の改善等、路線バスに関

連した改善要望が利用者からの要望として挙げられている状況です。 

・各施設で、送迎支援、訪問診療等が実施されている状況です。 

【庁内関係部署】 

・宇城市では、令和 5 年に立地適正化計画が策定されており、コンパク

ト・プラス・ネットワークの観点から、まちづくりとあわせた交通ネッ

トワーク構築が必要となります。 

・高齢者等に必要に応じた移動支援施策が必要な意見がありますが、一方

でタクシーは予約が取りにくい状況となっています。 

・三角駅から三角西港にアクセスする方法が限られており、観光の観点か

らは移動手段の確保が望まれています。 
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２ 課題の整理 

 

 

地域公共交通サービス水準の低下 
○路線バスは、路線の廃止・減便が相 
次ぐ状況 

○公共交通の利用者が減少している 
中で、地域公共交通のサービス水準 
も低下することで、さらに利用者が 
低下するといったスパイラルに陥る 
可能性 

交通事業者の経営不安定化の懸念 
〇近年、輸送にかかる燃料費が高騰 
〇地域公共交通の利用者は減少傾向
にあり、運賃収入も減少傾向 

〇運転手の高齢化、人材不足による担
い手不足 

市財政負担額の増加 
〇路線バスへの欠損補助額は増加傾
向 

〇乗合タクシーの乗合率は減少傾向に
あり、運行１回当たりの負担額は増
加傾向 

交通空白地が存在 
〇交通空白地が市内に点在 
〇移動手段を持たない方はタクシーや
親族・知人の送迎で移動している状
況 

松橋駅周辺の都市のスポンジ化 
〇松橋駅周辺では、空き家等が点在し
都市のスポンジ化が進行 

〇立地適正化計画では、誘導施策とし
て松橋駅の交通結節機能の強化と
松橋駅周辺の都市再生を掲げてい
る 

地域公共交通の利用者減少 
〇路線バス、乗合タクシー利用者は減
少傾向 

〇基本的に自家用車に依存した状況 

⑤交通空白地への対応 
→市内に交通空白地が点在してお
り、運転免許を持たない方は、１人
では外出することが難しい状況に
あり、対応が求められます。 

②市財政負担の抑制 
→今後、更なる人口減少・高齢化が予
測される中で、公共交通に関する
市の財政負担額は増大することが
見込まれています。 限られた財源
の中で、市の財政負担額を抑制す
る必要があります。 

④駅周辺の活性化 
→駅周辺地域のスポンジ化は、公共
交通利用者の減少のみでなく、行
政サービスの非効率化、まちの魅
力低下にも起因するため、駅周辺
地域の活性化が重要となります。 

③地域公共交通の利用者減少への

対応 
→公共交通の利用者減少は、運賃収
入の減少、それに伴うサービス水準
の低下、また市財政負担の増加に
も波及するため、利用者が減少し
ている現状に対応する必要があり
ます。 

①地域公共交通の維持・確保 
 →限られたリソースの中で、地域公共
交通を維持していくために、需要や
実態に即した適切なサービス水準
に見直す必要があります。 

問題点 課題 


